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�
参
考
調
査
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

資
料
を
借
り
る
に
は
利
用
券

が
必
要
で
す

左
記
に
該
当
す
る
方
は
ど
な
た
で
も
利
用

券
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
越
谷
市
、
草
加
市
、
三
郷
市
、
八
潮
市
、

吉
川
市
、
松
伏
町
、
川
口
市
、
春
日
部
市

に
お
住
ま
い
の
方

・
市
内
在
学
、
在
勤
の
方

〈
申
込
み
〉

本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証

な
ど
）
を
持
参
し
、
ご

本
人
が
直
接
各
図
書
館

（
室
）へ
お
越
し
く
だ
さ

い調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
時
は

２
階
に
あ
る
参
考
調
査
室
で
は
以
下
の
と

お
り
、
調
べ
物
を
す
る
と
き
に
役
に
立
つ
資

料
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

・
参
考
図
書
（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
�
辞

典
・
辞
書
、
年
鑑
、
便
覧
、
白
書
、
地
図

な
ど
）

・
郷
土
資
料

・
市
内
の
小
・
中
学
校
で
採
択
の
教
科
書

・
全
国
の
電
話
帳

・
住
宅
地
図
（
越
谷
市
お
よ
び
近
隣
の
市

町
）

・
新
聞
縮
刷
版

参
考
調
査
室
内
の
パ
ソ
コ
ン
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
絶

版
な
ど
の
理
由
で
入
手
が
困
難
な
資
料
を
閲

覧
で
き
る
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」
や
、
新
聞
社
の
記
事

検
索
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利

用
で
き
ま
す
。

＊
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
際
は
利
用
券
が
必

要
で
す

近
く
の
図
書
館
に
借
り
た
い

本
が
無
か
っ
た
時
は

予
約
サ
ー
ビ
ス

市
内
図
書
館（
室
）が
所
蔵
し
て
い
る
資
料

を
希
望
の
図
書
館（
室
）へ
取
り
寄
せ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
は
市
立
図
書
館
Ｍ
ｙ
ぺ
ー
ジ
か
ら
も

で
き
ま
す
（
利
用
券
の
登
録
番
号
と
パ
ス
ワ

ー
ド
が
必
要
で
す
）。

リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

市
内
図
書
館（
室
）が

所
蔵
し
て
い
な
い
資
料

を
借
り
た
い
場
合
、
購

入
を
検
討
し
た
り
、
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借

り
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
ご
要
望
に
お
応

え
し
ま
す
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

録
音
図
書
の
貸
し
出
し

活
字
に
よ
る
読
書
に
お
困
り
の
方
に
、
本

を
音
訳
し
た
録
音
図
書
（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
）、
デ
イ
ジ
ー
録
音
図
書
（
Ｃ
Ｄ
）
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
覚
に
障
が
い

が
あ
り
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

送
料
無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
ら
こ
ば
と
メ
ー
ル

（
資
料
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
）

図
書
館
に
来
館
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

で
、
代
理
で
図
書
館
に
来
る
ご
家
族
な
ど
が

い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合
に
は
、
お
近
く
の

地
区
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
移
動
図
書
館
、
ご
自

宅
に
本
を
配
送
し
ま
す
。

＊
配
送
は
移
動
図
書
館
の
巡
回
中
に
行
う
た

め
、
ご
希
望
の
日
時
に
伺
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す

対
面
朗
読
（
事
前
予
約
制
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
方
が
ご
希
望

の
本
を
お
読
み
し
ま
す
。

簡単な操作で図
書・雑誌が借りられ
ます。市立図書館の
ほか、南部図書室、
中央図書室でご利用
いただけます。

越谷市を中心とし
た埼玉県に関係する
資料や、越谷市・埼
玉県出身で特にゆか
りの深い人物が書いた資料など、およそ
１万９，０００冊を所蔵しています。
＊閲覧のみ（一部貸し出しのできる資料
もあります）

越谷ゆかりの作家、野口冨士男（１９１１
－１９９３）の資料を収蔵、展示しています。
有識者による野口冨士男文庫運営委員会
とともに、毎年秋に
講演会と特別展を開
催しているほか、年
１回小冊子を刊行し
ています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
３
月
２８
日
か
ら

臨
時
休
館
と
し
て
い
た
市
内
の
図
書
館（
室
）で
は
、
再
開
に
向
け
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
図
書
館
が
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
や
、
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
図
書
館
�
９
６
５
�
２
６
５
５

特
集

親
し
ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て

自動貸出機

▲自動貸出機の画面

郷土資料室

▲市史や越谷のことがわかる
資料を所蔵しています

野口冨士男文庫

子どもの読書活動についての取り組み
市立図書館は令和２年度（２０２０年
度）、「子供読書活動優秀実践校・図書
館・団体文部科学大臣表彰」を受けま
した。
これは、子どもの読書活動の推進の

ために特に優秀な取り組みを行っている図書館として表彰さ
れるものです。
特におはなし会は、昭和５５年から行われており、今年で４０
年を迎えます。
今後も、本を読むことの楽しさを伝えるため、お子さん一人
ひとりと向き合い、本との縁を結ぶお手伝いをしていきます。
おはなし会など
毎週水曜日のおはなし会をはじめ、夏の子ども会やワーク
ショップなどの、本と出会うきっかけづくりとなる行事を開
催しています。
ちびうさちゃんのおへや・うさこちゃんのおへや
乳幼児とその保護者向けに、わらべうたで遊んだり、絵本
の読み聞かせを行います。「ちびうさちゃんのおへや」は０
歳・１歳のお子さん、「うさこちゃんのおへや」は２歳・３
歳のお子さんが対象です。
本の紹介
市立図書館職員のおすすめの本を、年代別でブックリスト
として紹介しています。また、夏休み中の毎週水曜日に開催
する「夏休み子ども読書くらぶ」では、職員がテーマに沿っ
て本の紹介を行います。
布絵本
布製の絵本は、読むだけでなく、触って遊んだり、さまざ
まな仕掛けを楽しむことができます。越谷市ボランティア連
絡会手づくりの会の方々によって作られています。

▲市立図書館
Ｍｙページ

▲展示コーナーの様子

▼こだま文庫の録音の様子
昭和４９年設立のボランティア団体・こだま
文庫はデイジー録音図書（CD）の製作、対面
朗読、視覚障がい者を支援する施設や図書館
の行事での朗読などの活動をしています。

１階

２階

調べたいことがある時
は、職員にお気軽にご相談
ください。必要な資料を探
すお手伝いをします。

図図
書書
館館
のの
感感
染染
防防
止止
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

貸
し
出
し
再
開
に
伴
い
、
埼
玉
県
立
図
書
館
の
感
染
防
止

対
策
お
よ
び
日
本
図
書
館
協
会
の
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
左
記
の
と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

・
消
毒
液
の
設
置

・
換
気
の
徹
底

・
カ
ウ
ン
タ
ー
の
定
期
的
な
ふ
き
取
り
消
毒
（
１
日
２
回
〜

３
回
お
よ
び
開
館
前
、
閉
館
後
）

・
返
却
さ
れ
た
図
書
等
は
一
定
期
間
置
い
た
の
ち
、
再
貸
し

出
し

来
館
す
る
皆
さ
ん
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
来
館

時
は
左
記
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
で
き
る
だ
け
短
時
間
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

・
人
と
の
間
隔
を
あ
け
て
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
社

会
的
距
離
）
を
お
守
り
く
だ
さ
い

・
来
館
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

・
発
熱
な
ど
、
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
来
館
を
お
控
え
く
だ

さ
い

・
入
館
前
後
に
手
を
消
毒
し
て
く
だ
さ
い

＊
入
館
時
に
利
用
券
の
ナ
ン
バ
ー
等
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
等

の
中
止
お
よ
び
延
期
、
施
設
の
一
部
利
用
停
止
ま
た
は
臨

時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

市立図書館（東越谷４－９－１）
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平方小
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市市内内
図図書書館館
ＭＭＡＡＰＰ

移
動
図
書
館

（
し
ら
こ
ば
と
号
）

２
台
の
移
動
図
書
館
「
し
ら
こ

ば
と
号
」
が
図
書
館（
室
）か
ら
離

れ
た
地
域
を
中
心
に
、
月
１
〜
２

回
程
度
、
市
内
の
小
学
校
や
公
園

な
ど
３２
カ
所
を
巡
回
し
て
い
ま

す
。
日
時
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
持
ち
物
〉

利
用
券
（
各
図
書

館（
室
）と
共
通
）

〈
返
却
期
限
〉

次
の
巡
回
日
ま

で

地
区
セ
ン
タ
ー
・

交
流
館
等（
配
本
図
書
）

市
内
に
あ
る
地
区
セ
ン
タ
ー
や

交
流
館
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
書
架

に
、
貸
し
出
し
で
き
る
本
が
あ
る

の
は
ご
存
知
で
す
か
。
年
に
１

回
、
図
書
館
で
予
約
多
数
の
人
気

本
や
新
し
い
本
を
配
本
し
、
各
地

域
の
読
書
活
動
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

〈
対
象
〉

市
内
在
住
の
方

〈
手
続
き
方
法
〉

直
接
各
施
設

の
窓
口
へ

＊
貸
出
期
間
や
貸
し
出
し
で
き
る

冊
数
は
各
施
設
に
よ
り
異
な
り

ま
す

地
域
家
庭
文
庫

地
域
家
庭
文
庫
で
は
、
地
域
の

施
設
や
個
人
の
自
宅
な
ど
を
利
用

し
て
、
子
ど
も
向
け
に
本
の
貸
し

出
し
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は
７

カ
所
の
地
域
家
庭
文
庫
が
あ
り
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
文
庫
は
、
図
書
館

に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
読
ん

で
ほ
し
い
本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
、

幅
広
い
年
代
の
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
め
る
本
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
地
域
家
庭
文
庫
に
よ
る

越
谷
市
地
域
家
庭
文
庫
連
絡
会

は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
お
は
な
し
、
わ
ら
べ
う

た
、
手
あ
そ
び
な
ど
の
行
事
を
行

う
こ
と
で
、
本
を
読
む
こ
と
の
楽

し
さ
な
ど
を
伝
え
、
地
域
に
根
ざ

し
た
読
書
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

＊
各
地
域
家
庭
文
庫
の
場
所
は
５

ペ
ー
ジ
の
市
内
図
書
館
マ
ッ
プ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

どんぐり文庫では、毎月第３金曜日に３０分程の
おはなし会を開いています。おはなし会ごとに、
季節や内容のバランスを考え、昔話の語り・わら
べうた・絵本の読み聞かせをします。また、毎月
第２金曜日は文庫のメンバーで集まり読書会を開
いています。本の感想を話し合い、子どもたちに
おすすめする本を決めるなど学びの場となってい
ます。
文庫には、絵本や読み物だけでなく、科学に関

する本も取りそろえています。子どもたちは、次
のおはなし会までの１カ月で読む本を何冊も借り
ていきます。特に、小学生が友達と一緒に来るこ
とが多いですね。おはなし会に参加した子どもた
ちには、毎回出席カードにシールを貼ります。
ほかにも、地域の小学校や地区センターへ行き、

読み聞かせやわらべうた講座、絵本の出張貸し出
しをすることもあります。
身近で小さな図書館として、子どもたちが児童

文学に触れ、一緒に楽しんだり、感動を分かち合
える居場所になれるとうれしいです。

図書館（室）
❶市立図書館（東越谷４－９－１）
❷北部図書室（恩間１８１－１）
❸南部図書室（南越谷１－２８７６６－－１１））
❹中央図書室（弥生町１６－１）

図書コーナーがある施設
1桜井地区センター
（下間久里７９２－１）
2新方地区センター
（大吉４７０－１）
3荻島地区センター
（南荻島１９０－１）
4出羽地区センター
（七左町４－２４８－１）
5南越谷地区センター
（南越谷４－２１－１）
6川柳地区センター
（川柳町２－４８５）
7大相模地区センター
（相模町３－４２－１）
8大沢地区センター
（大沢２－１０－４０）
9北越谷地区センター
（北越谷４－８－３５）
10蒲生地区センター
（登戸町３３－１６）
11けやき荘（新川町２－５５）
12くすのき荘（大杉６５５）
13ゆりのき荘（増林３－２－２）
14ひのき荘（川柳町２－５０７－１）
15こばと館（越ヶ谷４－１－１（中央市民会館内））
16赤山交流館（赤山町３－１２８－１）
17大沢北交流館（大里３２６－１）
18蒲生交流館（蒲生寿町４－９）
19南部交流館（南町１－２２－１３）
20大袋北交流館（袋山５６５－４）
21桜井交流館（大泊７３０－２）
22南越谷交流館（南越谷５－１５－４）
23リサイクルプラザ（砂原３５５）
24千間台記念会館（千間台西１－９－９）

各施設の開館時間など、
詳しくは市ホームページを
ご覧ください。
＊新型コロナウイルス感染拡大を防
ぐため、施設や図書コーナーの利
用を休止している場合があります 図書館（室） 図書コーナーが

ある施設

どんぐり文庫代表
はら が え み こ

原賀 絵三子さん
「子どもと本を
つなぐ空間を
つくりたい！」

気
軽
に
足
を
運
べ
る

地
域
の
施
設
で
本
に
親
し
む

本
を
借
り
た
い
け
ど
家
か
ら
図
書
館
が
遠
い
…
と
い
う
方
も
、
市
内

に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
本
に
親
し
め
る
「
小
さ
な
図
書

館
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。

▲出羽地区センター

▲どんぐり文庫の本棚

各
文
庫
の
開
庫
日

▼
あ
い
の
み
文
庫
…
毎
週
木
曜

日
、
午
後
２
時
〜
５
時

▼
あ

お
ぞ
ら
文
庫
…
第
２
・
４
水
曜

日
、
午
後
２
時
３０
分
〜
５
時

▼
ア
リ
ス
文
庫
…
第
１
・
３
水

曜
日
、
午
後
３
時
〜
５
時
（
小

学
生
対
象
読
書
ク
ラ
ブ
は
５
時

〜
５
時
３０
分
）

▼
そ
よ
か
ぜ

文
庫
…
第
１
・
３
火
曜
日
、
午

と
う

後
３
時
〜
５
時
３０
分

▼
瞳
文

庫
…
毎
週
火
曜
・
木
曜
・
金
曜

日
、
第
２
月
曜
日
、
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時

▼
ど
ん
ぐ
り
文

庫
…
第
３
金
曜
日
、
午
後
３
時

〜
４
時
３０
分

▼
み
ど
り
文
庫

…
第
１
・
３
土
曜
日
、
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

＊どんぐり文庫は新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、
６月中は休庫します

地域家庭文庫
★１１ あいのみ文庫（南荻島（文教大学図書館内B１））
★２２ あおぞら文庫（蒲生（スペースゆう内））
★３３ アリス文庫（西方）
★４４ そよかぜ文庫（平方）

とう★５５ 瞳文庫（花田）
★６６ どんぐり文庫（花田（花田４丁目自治会館内））
★７７ みどり文庫（瓦曽根）
＊住所など、詳しい内容は市立図図書書館館へへおお問問いい合合わわせせくくだだささいい

●：図書館（室）
★：地域家庭文庫
■：図書コーナーが
ある施設

▲市立図書館
公式キャラクター
ニャーヤちゃんと
ミーヤさん

特集
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